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まちづくり推進部まちづくり事業課

弥生町三丁目周辺地区地区計画原案について

１ 主な経緯等

弥生町三丁目周辺地区は、木造住宅が密集し災害時の危険性が高いことから、東京

都防災都市づくり推進計画において早期改善が必要とされる「重点整備地域」に位置

づけられ、また、特に重点的かつ集中的に改善を図る地区として「不燃化特区」にも指

定されている。

中野区では平成 24 年に地域住民と「弥生町三丁目周辺地区まちづくりの会（平成 26

年に弥生町三丁目周辺地区まちづくり協議会に改組）」を立ち上げ、地域住民への説明

会や意見交換会等を重ね、地域と協働で防災まちづくりを推進してきている。

今般、平成 31 年に都営川島町アパート跡地に先行導入した「弥生町三丁目地区地区

計画」を変更し地区全域に拡大するため、「弥生町三丁目周辺地区地区計画原案のあら

まし」を作成した。

２ 地区計画原案のあらまし

「弥生町三丁目周辺地区地区計画原案のあらまし」は別紙の通り。10 月上旬から中

旬にかけて関係権利者及び地域への説明会において原案を説明し、その後、中野区地区

まちづくり条例第 18 条に基づく原案の縦覧を行う。

３ 今後のスケジュール

令和 3 年 10 月～ 地元説明会の開催

（新型コロナ感染拡大防止に配慮し、事前申込み制とする）

12 月～ 地区計画等の原案の縦覧

令和 4 年 2 月～ 地区計画等の案の縦覧

4 月～ 中野区都市計画審議会への諮問

令 和 4 年 度 上 期 地区計画等の決定
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弥生町三丁目周辺地区地区計画原案のあらまし

１．主な経緯等

弥生町三丁目周辺地区は、東京都の「防災都市づくり推進計画」の重点整備地域に指定され

ており、震災時に甚大な被害が想定される地域として防災まちづくりを推進してきています。

今般、防災まちづくりを継続的かつ着実に進め災害に強く安全で誰もが安心して快適に住み

続けられるまちを実現するため、平成３１年１月２５日に都市計画決定した「弥生町三丁目地

区地区計画」を変更するものです。

２．地区計画原案の概要

名 称 弥生町三丁目周辺地区地区計画

位 置 弥生町一丁目、二丁目、三丁目及び四丁目の各地内

面 積 約２１．５ｈａ

地区計画

の 目 標

弥生町三丁目周辺地区は、中野区の南端に位置し、中野新橋駅に近く、都心への利便性が高い住宅地と

して発展してきた。戸建て住宅と木造アパートが混在した高密度な街区が多く、道路や公園等の都市基盤

も脆弱なため、東京都の「防災都市づくり推進計画」では重点整備地域に指定されており、東京都不燃化

推進特定整備地区にも指定されている。

本計画は、避難道路ネットワーク等の整備や、老朽建築物の建て替え等による不燃化を促進し、災害に

強く安全で誰もが安心して快適に住み続けられるまちの実現を目標とする。

区域の整

備・開発

及び保全

に関する

方 針

○土地利用の方針

広域的な都市計画道路である方南通り及び本郷通りの沿道では、延焼遮断帯としての機能を強化するた

め、建築物の不燃化を促進するとともに、土地の高度利用を図る。また、広域避難場所としての東京大

学教育学部附属中等教育学校一帯の安全性の向上を図るため、防火地域に指定されている地区南西エリ

アについては、避難道路の整備とともに、建て替えにあわせて耐火建築物等を誘導し不燃化を促進する。

１ 近隣商業地区Ａ

商業、業務と住宅との調和がとれた快適な近隣商業地区として土地の高度利用を図る。方南通り及

び本郷通り沿道は、拡幅整備に伴う歩道空間の確保や、無電柱化、植栽帯の設置を推進する。また、

柳通り沿道は、中野新橋駅周辺へとつながるふれあい道路として、地域とふれあう商店や住商併用

建物等の立地を促進する。

２ 近隣商業地区Ｂ

商業、業務と住宅との調和がとれた快適な近隣商業地区とする。川島通り沿道等の商店街は地区住

民の日常を支える身近な商店街として育成し、まちの賑わいやコミュニティ形成等の取り組みを促

進する。

３ 住宅地区A

戸建て住宅と集合住宅を主体とした中低層住宅と、中小規模な店舗・事務所等が複合する住宅地区

とする。行き止まり道路や接道不良敷地が集中する街区においては、共同化等による建て替えにあ

わせた居住環境の改善を図る。

４ 住宅地区B

戸建て住宅と集合住宅を主体とした中低層住宅と、一定の店舗等が複合する住宅地区とする。行き

止まり道路や接道不良敷地が集中する街区においては、共同化等による建て替えにあわせた居住環

境の改善を図る。

○地区施設の整備方針

１ 道路

避難路の確保と日常生活の利便性の向上を図るため、避難道路と区画道路を地区施設とする。

また、避難道路は、災害時の円滑な避難活動、消防活動等に資するため、無電柱化による有効幅員

を確保することで、防災機能の向上を図る。

２ 公園

地域住民が親しめる快適な憩いの場であるとともに、災害時の避難や救援活動、情報収集の拠点と

なる公園を地区施設とする。

別紙
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○建築物等の整備の方針

地区計画の目標を踏まえ、建築物等の整備の方針を次のように定める。

１ 良好な商店街の形成及び住宅地の環境を保護するため、建築物等の用途の制限を定める。

２ 敷地の細分化を防止し、住宅地としての良好な居住環境を形成するため、建築物の敷地面積の最低

限度を定める。

３ 建築物の建て詰まりを防止し、ゆとりある居住環境を形成するため、壁面の位置の制限を定める。

４ 調和のとれた落ち着きのある街並みを創出するため、建築物の形態又は色彩その他の意匠の制限を定める。

５ 災害時に倒壊の危険性のあるブロック塀等を制限するとともに、潤いのある街並みを形成するため、

垣又はさくの構造の制限を定める。

地区施設の

配 置 及 び

規 模

・避難道路１号 拡幅（幅員６．００ｍ・延長約１６０ｍ）

・避難道路２号 既設（幅員５．４５ｍ・延長約１５０ｍ）

・避難道路３号 既設（幅員６．００ｍ・延長約３００ｍ）

・避難道路４号 既設（幅員６．００ｍ・延長約５９０ｍ）

・避難道路５号 拡幅（幅員６．００ｍ・延長約２１０ｍ）

・避難道路６号 既設（幅員６．００ｍ・延長約１６０ｍ）

・避難道路７号 既設（幅員５．４５ｍ・延長約３４０ｍ）

・避難道路８号 既設（幅員５．４５ｍ・延長約１４０ｍ）

・避難道路９号 既設（幅員１０．９１ｍ・延長約１５０ｍ）

・区画道路１号 既設（幅員５．００ｍ・延長約３８ｍ）

・区画道路２号 既設（幅員５．００ｍ・延長約５８ｍ）

・公園１号 既設・川島公園（約１，３３０㎡）

・公園２号 既設・弥生こぶし公園（約３９０㎡）

・公園３号 既設・弥生町二丁目公園（約４２０㎡）

・公園４号 既設・ぱんだ公園（約７３０㎡）

建 築 物 に

関する事項

地区の

区分

名称 近隣商業地区Ａ 近隣商業地区Ｂ 住宅地区Ａ 住宅地区Ｂ

面積 約４．５ｈａ 約２．０ｈａ 約３．８ｈａ 約１１．２ｈａ

建築物等の用

途の制限

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に

関する法律第２条第１項第１号から第３

号及び第５号に掲げる風俗営業の用に供

する建築物及び同条第６項に掲げる店舗

型性風俗特殊営業の用に供する建築物は、

建築してはならない。

―

建築物の敷地

面積の最低限

度

―

６０㎡

ただし、次の各号の一に該当する土地につい

て、その全部を一の敷地として使用する場合

は、この限りではない。

１ 地区計画の決定告示日において、建築物

の敷地として現に使用されている土地

２ 地区計画の決定告示日において、現に存

する所有権その他の権利に基づいて建築

物の敷地として使用する土地

３ 地区施設の整備に係る土地

４ その他区長が公益上やむを得ないと認め

た土地

壁面の位置の

制限 ―

建築物の壁又はこれに代わる柱の面から隣地

境界線までの距離は５０ｃｍ以上としなけれ

ばならない。

建築物等の形態

又は色彩その他

意匠の制限

建築物の屋根、外壁又はこれに代わる柱の色彩は、原色を避け、街並みの形成に配慮する等

周辺環境と調和したものとする。

垣又はさくの

構造の制限

道路に面する側の垣又はさくの構造は、生け垣又は透視可能なネットフェンス等としなけ

ればならない。

ただし、道路面から高さ６０ｃｍ以内のブロック塀又はこれに類するもの、門柱及び門柱に接

続する長さが１ｍ２０ｃｍ以下のブロック塀等又は区長が認めたものはこの限りではない。

土地の利用に

関する事項
緑豊かで潤いある街並みを形成するため、地区内では積極的な緑化を推進する。
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３．都市計画図（原案）

（１）弥生町三丁目周辺地区地区計画（計画図１）
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（２）弥生町三丁目周辺地区地区計画（計画図２）


